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７ 海底地すべりの津波伝播状況の
スナップショット

（１）水位上昇側
（２）水位下降側



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 130

遠州灘沖（海盆内）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s2地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.130再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s2地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.131再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s18地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.132再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s18地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.133再掲
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遠州灘沖（外縁隆起帯トラフ側斜面）
の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s4地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.135再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s4地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.136再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s5地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.137再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s5地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.138再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s12地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.139再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s12地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.140再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s13地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.141再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s13地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.142再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s17地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.143再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s17地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.144再掲
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遠州灘沖（大陸棚斜面）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s22地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.146再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s22地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.147再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s26地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.148再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s26地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.149再掲
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駿河湾内の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s1地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.151再掲



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 153

■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s1地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.152再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s3地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.153再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s3地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.154再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s10地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.155再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（１）水位上昇側

s10地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位上昇側：朔望平均満潮位T.P.＋0.80mを考慮

第767回資料1-2
p.156再掲
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７ 海底地すべりの津波伝播状況の
スナップショット

（１）水位上昇側
（２）水位下降側
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遠州灘沖（海盆内）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s2地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.159再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s2地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.160再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s18地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.161再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s18地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.162再掲
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遠州灘沖（外縁隆起帯トラフ側斜面）
の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s4地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.164再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s4地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.165再掲



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 167

■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s5地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.166再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s5地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.167再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s12地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.168再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s12地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.169再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s13地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.170再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s13地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.171再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s17地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.172再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s17地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.173再掲
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遠州灘沖（大陸棚斜面）の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s22地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.175再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s22地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.176再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s26地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.177再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s26地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.178再掲
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駿河湾内の海底地すべり
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s1地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.180再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s1地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.181再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s3地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.182再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s3地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.183再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s10地点の海底地すべり（二層流モデル）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.184再掲
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■5～40分後までの津波伝播のスナップショットを示す。

７ 海底地すべりの津波伝播状況のスナップショット（２）水位下降側

s10地点の海底地すべり（Wattsほかの予測式）

-1.0m 津波水位(m) +1.0m

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所 浜岡原子力発電所

５分後 10分後 15分後 20分後

25分後 30分後 35分後 40分後

・水位下降側：朔望平均干潮位T.P.－0.93mを考慮

第767回資料1-2
p.185再掲
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８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討
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文献調査
• 文献の整理・検討を行い、海底地すべり地形の有無を確認

■以下のフローに従い、ハワイ付近の海底地すべりについて調査を実施し、津波水位の検討を行った。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

検討概要

海底地形判読
• 選定した海底地すべり地形について、地形データを用いて
海底地形図を作成し、地形判読を行い、海底地すべりの
規模を確認

1 海底地すべりの確認

ハワイ諸島周辺に海底地すべり地形が図示
されている。 （Moore et al.（1989）等）

「Alika-2」の海底地すべり規模（土量）を推定

ハワイ諸島周辺の海底地すべりに起因する津波の敷地への影響は小さいことを確認

評価対象の選定
• 発生年代、規模等により評価対象を選定

「Alika-2」を選定

2 津波の影響評価
• 敷地における津波水位の推定

第509回資料1-3
p.104再掲
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■ハワイ諸島は日本の南東約6,400kmの太平洋上に位置しており、ハワイ島、マウイ島、オアフ島、カウアイ島、モロカイ島、ラナイ島、ニイハウ島、カホオラウェ島の
8つの島のほか多数の島と環礁からなる。

■ハワイをのせる太平洋プレートは北西方向へ年間10cm程度の速さで動いているので、ハワイ諸島は北西へ行くほど古い(佐竹(1997))。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

ハワイ諸島の概要

Eakins et. al.（2003）

ハワイ諸島

第509回資料1-3
p.105再掲
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■1975年にハワイ島南岸の Kalapana 付近に強震が起こり、日本沿岸各地で津波が観測された(羽鳥(1976))。
■地震の規模はNettles and Ekström （2004） のCMT解によればMw7.7である。
■羽鳥（1976）によれば、日本沿岸における検潮記録の最大全振幅の最大値は、宮城県鮎川における55cmであった。茨城県日立における最大全振幅は24cmで

あったと示されている。
■Day et al. （2005）によれば、ハワイ沿岸で最大15m弱の津波が観測された。

羽鳥（1976）による日本沿岸の検潮記録

羽鳥（1976）による波向線
※米国沿岸における水位は日本沿岸と大差なく、
指向性による影響はみられない

Day et al.（2005）によるハワイ沿岸の痕跡地点および遡上高

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

既往津波に関する文献調査：1975年Kalapana津波
第509回資料1-3

p.106再掲
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■Ma et al. （1999）は、①海底地すべり、②低角逆断層のいずれでもハワイ周辺の検潮記録を説明できるとし、これらの組合せにより津波が発生したであろう
としている。

Ma et al.（1999）による1975年Kalapana津波のメカニズムの解釈（上）、地すべりの分布
（左下）および低角逆断層による初期波形（右下）
いずれのモデルでも海面隆起量（＝地すべりによる海底隆起量）=2.5km3

としている。
左下図のハッチ部は沈降域、白抜き部は隆起域である。数字は時間遅れ（分）を表す。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

既往津波に関する文献調査：1975年Kalapana津波
第509回資料1-3

p.107再掲
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■ハワイ付近の海底地すべりについて文献調査を実施した。
 Moore et al. （1989）によれば、ハワイ諸島で発生した海底地すべりの数と特徴が示されている。
 McMurtry et al. （2004） 等によれば、ハワイ諸島周辺の海底地すべりの発生年代が示されている。
 横瀬 （2007, 2010）によれば、詳細なDEM データに基づきハワイ諸島の流山地域の微地形解析から、ハワイ諸島で想定されている17の巨大海底

地すべり堆積物の中で、巨大津波を伴った可能性があるのは、オアフ島東部のNuuanu 地すべり、ハワイ島西部のAlika-2地すべりそして南部の東Ka Lae

地すべりの３つに限定されるとの見解を示している。
 Harbits et al.(2014)によれば、ハワイ諸島で発生した火山活動に伴う斜面崩壊は、火山の発達初期に生じたものであり、現在でも津波を励起させる

可能性の有無には議論があると共に、遠方へ脅威となる津波となるかも議論があるとしている。
■以上から、後期更新世以降に生じた地すべりのうち、巨大津波を伴った可能性があり、面積が大きい「Alika-2」を評価対象として選定した。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

海底地すべり地形に関する文献調査および評価対象の選定

：後期更新世よりも前に生じた地すべり

：巨大津波を伴った可能性のある地すべり

：選定した地すべり

Moore et al. （1989）を基に作成

※1  McMurtry et al. （2004）
※2 Papa’u （No.16）の年代はMoore et al.（1989）の“several thousand years ago”との記述に基づく。
※3 Loihi（No.17）の年代はGuillou et al.（1997）がLoihi火山東斜面の試料から求めた5±4～102±13kaに基づく。

年代（Ma）※1

5.0

5.0

3.6

2.9-3.1

2.1-2.2
1.0±0.1
0.86

1.3±0.06
0.254-0.306
0.200-0.240

>0.112-0.127
>0.112-0.127

>0.032-0.060?

>0.032-0.060?

>0.010-0.100
0.001～0.005※2

0.001～0.115※3

第509回資料1-3
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■ハワイ島西部周辺（Alika-2地すべり周辺）について、ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部（SOEST）による地形デジタルデータ（50mグリッド）を使用し、
海底地形コンター図および標高段彩陰影図を作成し、海底地形判読を行った。

■海底地形判読にあたっては、以下の判読基準等に従って、海底地すべりの可能性のある地形を抽出した。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

海底地すべり抽出における海底地形判読

海底地形コンター図および標高段彩陰影図

○海底地すべり地形の判断基準

崩壊部
（滑落崖）

・馬蹄形、半円形、コの字形の平面形で、斜面下方へ
開く急斜面

・急斜面は平面的に出入りがなくスムースな形状で、
傾斜も一定傾向。また、地すべり土塊を囲んで側方に
も連続することがある。

・下方に地すべり土塊が対をなして存在することが重要

堆積部
（地すべり土塊）

・滑落崖の基部にある扇状地状あるいは舌状の高まり。
・細長い舌状の場合や台地状を呈することもある。
・典型的な場合には、土塊の表面に不規則な凸凹、
低崖、凹地があり、凸形縦断の斜面形を示す。

地すべり地形としては滑落崖とその基部にある地すべり土塊（滑落土塊）
が対をなす。陸上の地すべりに比べて、大規模、薄く広がる傾向がある。
薄く広がるケースでは土塊は認定しにくいので滑落崖だけを認定する。

ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部（SOEST）による
海底地形デジタルデータを使用

第509回資料1-3
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■海底地形判読の結果、「Alika-2」付近に海底地すべりと判断される地形（滑落崖、崩壊物堆積域）が認められた（左図）。
■また、地すべり滑落崖周辺の現況地形から滑落崖を埋め戻し、地すべり崩壊前地形を復元した（右図）。
■復元地形と現況地形との差から地すべり規模（土量）を算出した結果、地すべり規模（土量）は約105km3となった。

「Alika-2」の海底地すべり判読結果（現況地形） 復元地形

地形断面図（H:V=1:2.5）

：すべり面地形（現況地形）
：崩壊物堆積域（現況地形）
：復元地形

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

海底地すべり抽出における海底地形判読

ハワイ大学マノア校海洋地球科学技術学部
（SOEST）による海底地形デジタルデータを
使用

第509回資料1-3
p.110再掲
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■「Alika-2」の海底地すべりによる津波の敷地への影響を確認することを目的に、地すべり規模から津波水位を推定することを検討した。
■Papadopoulos and Kortekaas （2003）は20世紀以降に発生した世界の地すべり津波のデータを分析し、地すべり塊の体積が沿岸における津波の最高水位と

関係があるとしている。この関係では、地すべり体積の対数値に比例して津波水位が大きくなる。
■Ma et al.（1999）より、1975年Kalapana津波の地すべり体積を2.5km3とし、その地すべりによる日本沿岸における津波水位を検潮記録最大全振幅の最大値で

ある55cm（宮城県鮎川）と仮定する。
■Papadopoulos and Kortekaas （2003）による地すべり体積と津波水位の関係が、日本沿岸でも成立すると仮定すれば、 「Alika-2」 のような地すべり

（地すべり体積約105km3）がハワイで発生した場合、日本沿岸における水位は3.8m程度と推定される。

８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討

評価結果

○ 地すべり１の体積をV1、 日本沿岸における津波水位をh1とする。
地すべり２の体積をV2、 日本沿岸における津波水位をh2とする。

○ Papadopoulos and Kortekaas （2003）の関係により、
h2 = a・log（V2） + b
h1 = a・log（V1） + b
両式の差をとれば、
h2 - h1 = a （ log（V2） – log（V1））
よって、
h2 = h1 + a ・log（V2/V1）
となる。

○いま、添え字1を1975年Kalapana津波、添え字2を想定津波に
対応させると、求めたい水位h2は以下のようになる。

1975年の日本沿岸における津波水位 h1 0.55m

Papadopoulos and Kortekaas （2003）
に基づく比例定数 a

2

1975年の地すべり体積 V1 2.5km3

想定津波の地すべり体積 V2 105 km3

想定津波の日本沿岸における津波水位 h2 3.8m

• 以上から、ハワイ諸島周辺の海底地すべりに起因する津波の敷地への影響は小さいことを確認した。

Papadopoulos and Kortekaas （2003）を基に作成

※赤線は包絡線を直線近似して加筆したもの。
※PNG（1998パプアニューギニア）およびIzmit（1999トルコ）

は断層運動による津波への寄与が含まれる。

地すべり体積（m3）と沿岸における津波の最高水位の関係
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８ ハワイ付近の海底地すべりに関する検討
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９ 国内外の主な火山現象による
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9 国内外の主な火山現象による津波観測記録一覧表

火山現象による津波観測記録一覧表（１／３）

1741年渡島大島の津波観測記録

地点
位置(世界測地系) 波源から

の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

北海道

松前町 41°32'51" 139°59'47" 52 15.4

松前郡松前町 41°32'52" 139°59'47" 52 14.5

松前町 41°31'24" 140°00'17" 53 14.6

松前町 41°30'11" 140°01‘05" 54 10.6

松前郡松前町 41°30‘05" 140°01‘06" 54 10.6

松前町 41°29'12" 140°01'25" 54 6.3

松前町 41°27'46" 140°01'42" 55 15.7

松前郡松前町 41°27'46" 140°01'43" 55 15.9

松前郡松前町 41°26'51" 140°02'38" 56 4.8

上ノ国町 41°42‘01" 140°01'17" 58 19.4

松前町 41°25'42" 140°06'32" 62 8.2

檜山郡上ノ国町 41°44'28" 140°03‘09" 62 11.0

松前郡松前町 41°26‘06" 140°06'38" 62 13.6

松前郡松前町 41°25'49" 140°06'36" 62 5.8

松前郡松前町 41°25'49" 140°06'36" 62 5.8

松前郡福島町 41°26'42" 140°14‘07" 72 3.6

松前郡福島町 41°28'44" 140°15'16" 74 6.3

檜山郡江差町 41°52‘06" 140°07'22" 74 4.5

檜山郡江差町 41°52‘01" 140°07'30" 74 2.4

江差町 41°54‘00" 140°08'25" 77 9.4

爾志郡乙部町 41°58‘00" 140°07'57" 81 8.0

乙部町 41°58‘03" 140°07'59" 81 11.6

八雲町 42°07'52" 139°57'57" 85 11.1

八雲町 42°07'45" 139°58'58" 85 12.1

二海郡八雲町 42°07'46" 139°58'59" 85 13.0

(津波痕跡データベースを基に作成)

地点
位置(世界測地系)

波源から
の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

青森県

外ヶ浜町 41°12‘09" 140°25'43" 95 3.0

深浦町 40°42'20" 139°58'59" 103 4.4

深浦町 40°41‘07" 139°58'13" 104 3.5

深浦町 40°44'45" 140°05'50" 104 5.7

深浦町 40°44'35" 140°06‘07" 105 4.5

深浦町 40°40'12" 139°57‘06" 105 4.8

深浦町 40°40'11" 139°57‘06" 105 3.2

深浦町 40°40‘07" 139°57‘07" 105 4.9

深浦町 40°44'27" 140°07'17" 106 3.7

鯵ヶ沢町 40°45'29" 140°09'38" 106 2.3

深浦町 40°37'39" 139°53‘01" 107 6.9

鰺ヶ沢町 40°46'52" 140°12'25" 107 4.3

青森市* 40°51'20" 140°41'46" 133 1.5

青森市* 40°51'13" 140°41'53" 133 1.4

新潟県

佐渡市 38°19'14" 138°30'59" 361 10.4

佐渡市 38°04'59" 138°26‘06" 388 2.5

佐渡市* 38°02'11" 138°14'14" 397 5.8

佐渡市* 38°01'24" 138°13'45" 399 3.9

佐渡市* 38°00‘05" 138°18'55" 399 0.6

福井県

南越前町 35°49'44" 136°03'52" 692 1.8

南越前町 35°49'36" 136°04‘01" 693 1.1

小浜市 35°29'35" 135°44'11" 738 2.1

京都府 舞鶴市 35°34'13" 135°25'43" 743 3.5

福井県 小浜市 35°34'13" 135°25'40" 743 3.5

京都府 舞鶴市 35°34'10" 135°25'42" 743 3.5

地点
位置(世界測地系)

波源から
の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

北海道 伊達市 42°31'16" 140°46'48" 51 8.5

1640年駒ヶ岳の津波観測記録

(津波痕跡データベースを基に作成)

・波源からの距離は、渡島大島の位置(緯度：41°30’35”、経度：139°22’02” (中野ほか(2013)))と各地点の座標から算出

・波源からの距離は、駒ヶ岳の位置(緯度：42°03’48”、経度：
140°40’38” (中野ほか(2013)))と各地点の座標から算出

・*を付記した地点は、火山との間に大きな地形的障壁があると判断した地点
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9 国内外の主な火山現象による津波観測記録一覧表

火山現象による津波観測記録一覧表（２／３）

地点
位置(世界測地系) 波源から

の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

長崎県

島原市寺町（護国寺） 32°46'56"130°21'58" 6 8.6 

島原市寺町（光伝寺） 32°46'59"130°21'58" 6 7.0 

島原市寺町（善法寺） 32°47'00"130°21'59" 6 8.0 

島原市荻原一丁目（快光院） 32°47‘09"130°22‘01" 6 10.8 

島原市萩原（安養寺） 32°47‘08"130°22‘05" 7 9.4 

島原市萩原（浄源寺） 32°47'10"130°22‘05" 7 9.3 

南島原市深江町瀬野 32°44‘01"130°22‘02" 7 12.0 

島原市上の町（大手広場交差点） 32°47'15"130°22‘08" 7 9.0 

島原市中町（大手広場交差点） 32°47'15"130°22‘08" 7 0.9 

島原市上の町（大手広場交差点） 32°47'15"130°22‘08" 7 8.0 

島原市中町（大手広場交差点） 32°47'15"130°22‘08" 7 9.0 

島原市中町（大手門石垣） 32°47'17"130°22‘07" 7 9.0 

島原市中町（大手門石垣） 32°47'17"130°22‘07" 7 9.0 

島原市中町（大手門石垣） 32°47'17"130°22‘07" 7 11.8 

島原市上の町（奥平家石垣） 32°47'20"130°22‘07" 7 11.8 

島原市上の町（宮崎温仙堂） 32°47'25"130°22‘08" 7 7.6 

島原市片町（六地蔵） 32°47'31"130°22‘09" 7 6.6 

島原市田町 32°47'43"130°22‘05" 7 6.0 

島原市弁天町2丁目（霊丘神社） 32°46'58"130°22'31" 7 6.1 

島原市宮の町（猛島神社） 32°47'35"130°22'17" 7 4.0 

島原市三会町（四面宮） 32°49'10"130°21'16" 8 7.9 

島原市三会町 32°49'13"130°21'15" 8 7.7 

島原市 32°49'27"130°21‘08" 8 10.0 

島原市中野町（景花園遺跡） 32°49'33"130°21‘02" 8 9.0 

島原市中野町（景花園遺跡） 32°49'33"130°21‘02" 8 9.0 

島原市中野町（景花園遺跡） 32°49'33"130°21‘02" 8 9.0 

南島原市大崎（林田秀明氏宅） 32°41'39"130°21'15" 9 25.0 

島原市有明町松尾 32°50‘01"130°20'49" 9 7.3 

島原市 32°50‘07"130°20'46" 9 10.0 

島原市有明町大三東丙（温泉神社） 32°50'35"130°20‘03" 9 14.1 

島原市有明町大三東丙（盲目落橋） 32°50'41"130°20‘09" 9 11.6 

南島原市陣之内（堂崎庄屋江川家） 32°40'21"130°20'15" 10 11.6 

島原市有明町大三東丙 32°50'56"130°20'27" 10 7.0 

南島原市蒲河浜（浜屋敷跡） 32°39'56"130°19'20" 10 4.5 

南島原市有家町中須川 32°39'42"130°18'16" 11 11.3 

雲仙市国見町多比良（正覚寺） 32°52'12"130°18'29" 12 8.7 

雲仙市国見町多比良（正覚寺） 32°52'12"130°18'29" 12 0.3 

雲仙市国見町土黒 32°52'23"130°18‘08" 12 6.0 

雲仙市国見町神代 32°52'17"130°16'11" 12 4.0 

南島原市谷川（真蔵寺） 32°39'24"130°14'51" 12 6.3 

雲仙市瑞穂町伊福 32°51'50"130°13'55" 12 4.0 

南島原市鳥渕（鳥淵橋） 32°39'12"130°14'26" 13 5.3 

地点
位置(世界測地系)波源から

の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

長崎県

雲仙市瑞穂町伊古 32°52‘05" 130°14'18" 13 4.0 

雲仙市吾妻町古部 32°51'18" 130°12'46" 13 10.0 

雲仙市吾妻町本村名 32°51‘06" 130°12'21" 13 4.0 

雲仙市吾妻町古城名（土井橋） 32°50'37" 130°11'42" 13 0.9 

雲仙市吾妻町古城名（土井橋） 32°50'37" 130°11'42" 13 0.9 

雲仙市吾妻町古城名（土井橋） 32°50'37" 130°11'42" 13 5.4 

雲仙市吾妻町田川原 32°50'26" 130°11'30" 13 5.0 

雲仙市瑞穂町西郷 32°52'22" 130°14'38" 13 5.0 

南島原市駒崎（浅間神社） 32°38'13" 130°15'17" 14 5.6 

南島原市向小屋（小学校） 32°37‘06" 130°13'53" 17 4.5 

南島原市向小屋 32°36'52" 130°13'45" 17 4.5 

熊本県

上天草市大矢野町登立 32°36'47" 130°25'49" 20 9.9 

上天草市大矢野町登立 32°37‘08" 130°26'36" 20 6.0 

上天草市大矢野町上 32°35'47" 130°24'18" 20 18.0 

上天草市大矢野町上 32°35'29" 130°23'48" 20 10.0 

上天草市大矢野町上 32°35'39" 130°24'23" 21 7.5 

宇城市三角町三角浦 32°37'22" 130°27'27" 21 8.0 

宇城市三角町 32°38‘06" 130°28'28" 21 22.5 

玉名郡長洲町大字上沖洲 32°54'36" 130°28'21" 23 6.0 

玉名郡長洲町大字長洲 32°56'00" 130°26'33" 23 5.7 

玉名市岱明町下沖洲 32°54'22" 130°28'50" 23 8.0 

玉名郡長洲町大字清源寺 32°55'16" 130°28‘02" 23 8.6 

玉名市岱明町鍋 32°54'13" 130°29'31" 24 8.0 

玉名郡長洲町大字清源寺 32°55'39" 130°27'51" 24 7.0 

荒尾市牛水 32°57'00" 130°26‘08" 24 4.9 

玉名郡長洲町大字永塩 32°56‘06" 130°27'51" 24 5.0 

宇土市戸口町 32°40'10" 130°32'33" 25 15.0 

荒尾市蔵満 32°57'30" 130°25'58" 25 4.8 

玉名市岱明町浜田 32°54'26" 130°30'20" 25 4.0 

宇土市下網田字辺田 32°40‘03" 130°32'49" 25 15.0 

玉名市岱明町高道 32°54'10" 130°31‘02" 25 4.5 

宇土市長浜町 32°41'36" 130°33'46" 25 15.0 

宇土市上網田町 32°40'18" 130°33'44" 26 18.0 

玉名市滑石 32°53'49" 130°32‘02" 26 5.0 

玉名市岱明町山下 32°54'56" 130°31'13" 26 5.0 

玉名市滑石 32°53'57" 130°32‘08" 26 5.0 

荒尾市宮内出目 32°58'56" 130°25'51" 27 3.0 

玉名市横島町横島 32°52'42" 130°33'41" 27 9.6 

玉名市大浜町 32°54'14" 130°32'39" 27 3.0 

玉名市小浜 32°54'43" 130°32'21" 28 3.0 

熊本市河内町白浜 32°50'25" 130°35‘01" 28 8.0 

宇土市住吉町 32°42‘01" 130°35'24" 28 3.0 

地点
位置(世界測地系)波源から

の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

熊本県

熊本市河内町船津 32°49'54"130°35'18" 28 12.0 

熊本市河内町河内 32°49‘02"130°35'50" 28 14.7 

荒尾市大島 32°59'45"130°25'39" 28 2.8 

玉名市天水町部田見 32°52'34"130°34'29" 28 3.0 

宇土市網津町 32°41'49"130°35'56" 29 3.0 

熊本市河内町河内 32°49'21"130°36‘07" 29 23.4 

玉名市天水町小天 32°51'31"130°35'25" 29 8.0 

福岡県 大牟田市早米来町2丁目 33°00'22"130°25'30" 29 3.0 

熊本県
玉名市天水町立花 32°52‘01"130°35'27" 29 4.5 

熊本市松尾町近津 32°48'21"130°36'54" 30 16.5 

玉名市永徳寺 32°55'16"130°33'38" 30 4.5 

福岡県 大牟田市新港町 33°00'50"130°25'26" 30 4.3 

熊本県

熊本市松尾町上松尾 32°47'49"130°37'18" 30 14.9 

宇土市笹原町 32°42‘08"130°37‘06" 30 3.0 

熊本市中島町 32°46‘01"130°37'38" 30 3.0 

熊本市川口町 32°42'51"130°37'25" 30 6.0 

熊本市小島下町 32°46'34"130°37'50" 31 6.0 

熊本市小島9丁目 32°46'47"130°37'53" 31 7.0 

熊本市中原町 32°46'27"130°37'57" 31 3.0 

熊本市中島町 32°45'43"130°38‘09" 31 4.0 

熊本市小島6丁目 32°46'33"130°38'10" 31 4.9 

熊本市小島8丁目 32°46'42"130°38'21" 31 4.6 

熊本市小島8丁目 32°46'56"130°38'21" 31 4.7 

天草市有明町大島子 32°28'28"130°15'33" 32 12.3 

熊本市小島5丁目 32°46'54"130°38'26" 32 4.0 

宇土市新開町 32°41'59"130°38‘02" 32 4.0 

天草市有明町大島子 32°28'21"130°15'24" 32 11.1 

熊本市内田町 32°44'46"130°38'36" 32 1.9 

熊本市並建町 32°45'28"130°38'49" 32 2.9 

熊本市孫代町 32°45'42"130°38'53" 32 2.9 

熊本市城山下代1丁目 32°46'48"130°39‘08" 33 4.5 

熊本市城山半田3丁目 32°46'15"130°39'13" 33 4.5 

宇土市走潟町 32°42'18"130°38'53" 33 3.0 

熊本市上高橋2丁目 32°47'16"130°39'13" 33 3.6 

熊本市美登里町 32°44'00"130°39'31" 33 1.9 

熊本市美登里町 32°43'41"130°39'31" 33 2.0 

熊本市美登里町 32°44‘02"130°39'46" 34 2.0 

宇土市馬之瀬町 32°42'16"130°39'39" 34 2.5 

熊本市 32°44'19"130°40'50" 35 3.7 

熊本市本荘5丁目 32°47'39"130°42‘08" 37 0.9 

福岡県
大川市大字紅粉屋 33°10'40"130°21'23" 46 3.4 

大川市大字榎津 33°12'29"130°22'28" 50 2.4 

大川市大字向島 33°13‘03"130°22‘07" 51 2.4 

(津波痕跡データベースを基に作成)

1792年眉山の津波観測記録

・波源からの距離は、眉山の位置(緯度：32°45’40”、経度：130°17’55” (中野ほか(2013)))と各地点の座標から算出
・すべての地点で火山との間に大きな地形的障壁がないと判断した
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9 国内外の主な火山現象による津波観測記録一覧表

火山現象による津波観測記録一覧表（３／３）

1883年クラカタウ山の津波観測記録

(NOAA Tsunami Websiteを基に作成)

地点
位置(世界測地系) 波源から

の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

BANTEN

ANJER, JAVA -6°01'48" 105°57‘00" 59 10.0 

MERAK, JAVA -5°55'12" 106°00‘00" 67 41.0 

TYRINGEN, JAVA -6°13'27" 105°49'56" 47 20.0 

BENGKULU

BENGKULU, SUMATRA* -3°46‘01" 102°16‘01" 436 0.9 

MANNA, SUMATRA* -4°29‘00" 102°54'00" 332 0.9 

MUKOMUKO, SUMATRA* -2°35‘00" 101°07‘01" 617 1.2 

TELUK SAMBAT, SUMATRA* -4°49'23" 103°22'47" 267 1.8 

CENTRAL JAVA
JAVA ISLAND* -7°54'00" 110°00'00" 543 2.5 

TJILATJAP, SUMATRA* -7°43'59" 109°01'12" 437 1.8 

JAKARTA BATAVIA, JAVA* -6°07'48" 106°45'00" 147 2.4 

LAMPUNG TELUK BETUNG, SUMATRA -5°27'00" 105°16'12" 74 22.0 

SUMATRA LABOEAN-MARINGAI* -5°21'00" 105°48‘00" 93 1.5 

SUNDA STRAIT
TELOK BATONG, SUMATRA -6°00'00" 105°45'00" 38 24.0 

VLAKKE HOCK, JAVA -6°00'00" 105°45'00" 38 15.0 

WEST JAVA
PALABUHAN RATU, SUMATRA* -6°59‘00" 106°33‘00" 158 1.5 

PINO, SUMATRA* -7°49'22" 113°14'16" 884 2.1 

WEST SUMATRA PAINAN, SUMATRA* -1°21‘04" 100°34'32" 754 4.0

SUNDA STRAIT -6°00‘00" 105°45'00" 38 30.0

地点
位置(世界測地系) 波源から

の距離
(km)

最大
水位
(m)緯度 経度

EAST JAVA SUMENEP, JAVA -7°01‘01" 113°52‘01" 474 1.5

WEST NUSA TENGGARA BIMA, SUMBAWA ISLAND* -8°28‘01" 118°43‘01" 84 0.3

WEST NUSA TENGGARA SUMBAWA ISLAND* -8°50'24" 118°04'48" 72 3.5

1815年タンボラ山の津波観測記録

(NOAA Tsunami Websiteを基に作成)

・*を付記した地点は、火山との間に大きな地形的障壁があると判断した地点
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9 国内外の主な火山現象による津波観測記録一覧表

2022年トンガの火山噴火に伴う気圧変化よる潮位変化

1.1m(久慈港)

0.7m(蒲河)

0.5m(銚子)0.2m(名古屋)

0.8m(室戸)

0.2m(那覇)

0.7m(御前崎)

・数値は主な水位変動(場所)

・太平洋沿岸（日本）・太平洋沿岸

〇噴火の基本情報

太平洋沿岸で確認された潮位変化の最大高さ

*防災科学技術研究所(2022)および気象庁(2022a) によると、今回の潮位変化は、地震時の津波や潮汐等原因のはっきりした
潮位変化(主振動)に対して、様々な要因によって港湾や海峡などで起こる海面の副次的な振動現象である副振動のうち、気圧波
(ラム波)や、大気重力波と海洋波とのプラウドマン効果等によって作られた潮位変化であるとされる。
この「火山噴火により発生した気圧波に起因する潮位変化」は、一般的な理解し易さの観点から、津波警報・ 注意報等の一連の
情報発信の中では「津波」と呼ぶこととされている。

噴火日時：1月15日13時頃（日本時間）
火山名：フンガ・トンガーフンガ・ハアパイ火山
噴煙：高度16,000m、半径260km
噴火規模：VEI6 (産業技術総合研究所(2022))

(気象庁(2022a))

トンガ噴火に伴う気圧波の伝播と津波の発生・伝播のスナップショット

(防災科学技術研究所(2022)) (気象庁(2022b))

フンガ・トンガ‐フンガ・ハァパイ火山の噴火前後の衛星写真
(BBC News (2022))

1月15日（噴火前） 1月18日（噴火後）

■ 2022年1月15日、フンガ・トンガ‐フンガ・ハァパイ火山（トンガ）で噴火が発生した。この際に気圧変化が観測されるとともに、太平洋沿岸において1mを超える潮
位変化が観測され、日本の太平洋沿岸においても最大で1mを超える潮位変化が観測された。敷地近傍に位置する御前崎の潮位観測点においては、最大で
0.7mの水位変動が観測された。 (防災科学技術研究所(2022)、気象庁(2022a,b))

■ この潮位変化は、基準津波の策定において評価している海面を伝播する津波とはやや異なり、大気中を伝播する波による影響が支配的であったと考えられている
(防災科学技術研究所(2022)、気象庁(2022a)) * 。

➡ 本現象により生じた潮位変化はプレート間地震による津波等と比較して十分小さく、浜岡原子力発電所の津波評価に影響を与えるものではないと考えられる。
本現象に関する知見は今後拡充されていくと考えられることから、この研究動向について引き続き注視していく。
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